
ここがききたい！ 一般質問
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問　
国
の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
制

定
と
Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
認
識
の

広
ま
り
に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
の
救
済
は
大
き
く
前
進

し
た
が
、
被
害
者
が
加
害
者

か
ら
逃
げ
る
、
離
れ
る
と
い

う
こ
と
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｖ
対
策
先
進
国
で
は
、

加
害
者
に
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
を
法
的
に
義
務
付
け
、

効
果
を
上
げ
て
い
る
事
例
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
に

シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
す
る
と

同
時
に
、
加
害
者
に
更
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

が
Ｄ
Ｖ
解
決
の
あ
る
べ
き
姿

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
の
Ｄ
Ｖ
対
策
と
し

て
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
被
害

者
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
の
充
実
や
若
年
層
向
け

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
出
前
講
座
な
ど

を
通
し
た
未
然
防
止
の
強
化

に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
国
内
で
の
加
害
者

更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
民
間

の
い
く
つ
か
の
団
体
が
任
意

で
実
施
し
て
い
る
が
、
国
で

は
加
害
者
の
更
生
の
た
め
の

指
導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
段

階
で
、
確
立
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
進
諸
外
国
と
法

制
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
国
の
動
向

を
注
視
し
、
引
き
続
き
被
害

者
の
更
な
る
安
全
の
確
保
と

未
然
防
止

の
強
化
に

取
り
組
ん

で
い
く
。

半貫 光芳
（統　一）

問　
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
か
ら
出

産
、
子
育
て
ま
で
を
通
し
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
を
受

け
、
一
人
ひ
と
り
の
母
親
へ

の
適
切
な
支
援
の
た
め
に
医

療
機
関
や
児
童
相
談
所
な
ど

へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
も

の
で
、
国
は
32
年
度
ま
で
に

全
国
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
28
年
度
当
初
予

算
案
の
大
綱
の
中
に
、
新
規

事
業
と
し
て
セ
ン
タ
ー
設
置

を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答　
28
年
度
か
ら
、
本
庁
、

東
部
や
南
部
な
ど
の
保
健
福

祉
の
地
域
拠
点
５
カ
所
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健

師
な
ど
の
専
門
職
が
全
て
の

妊
産
婦
等
の
状
況
を
継
続
的

に
把
握
し
、
育
児
不
安
な
ど

を
抱
え
る
方
の
早
期
発
見
と

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
の
機
能

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
母

子
保
健
事
業
と
一
体
的
支
援

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
今
ま

で
以
上
に
子
育
て
の
安
心
感

が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
重
度
の
産
後
う

つ
な
ど
手
厚
い
支
援
が
必
要

な
方
に
は
、
新
た
に
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
継
続
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
子
育

て
の
不
安
や

負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で

い
く
。

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　

今
後
の
取
り
組
み
は 髙橋 美幸

（公明党）

問　
地
域
住
民
の
交
流
と
健

康
増
進
の
た
め
の
総
合
体
育

館
は
、
北
西
部
地
域
か
ら
強

い
要
望
と
期
待
が
あ
り
、
市

内
の
均
衡
あ
る
施
設
整
備
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た

す
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
小
・
中
学
校
の

体
育
館
で
は
空
き
が
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
利

用
が
制
限
さ
れ
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
活
動
が
出
来
な
い
現

状
が
あ
る
。

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

整
え
る
た
め
の
総
合
体
育
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答　
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
機
会
や
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
え
る
場
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
よ
り
均
衡
の
と
れ

た
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
施
設
に
対
す
る
様
々
な
ニ

ー
ズ
、
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
動
向
、
全
施
設
の

劣
化
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
各
施
設
の
効
果

的
・
効
率
的
な
整
備
内
容

や
、
北
西
部
地
域
を
含
め
た

施
設
の
適
正
配
置
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
し

て
い
く
。

北
西
部
地
域
で
の
総

合
体
育
施
設
整
備
を 内藤 良弘 

（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事

業
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
取
り
組
み
ほ
か
）
②
空
き
家

の
解
消
と
有
効
活
用
③
生
活
困
窮

世
帯
へ
の
学
習
支
援
④
受
動
喫
煙

防
止
対
策
⑤
障
が
い
児
の
発
達
支

援
の
充
実
⑥
若
者
雇
用
対
策
⑦
歴

史
文
化
基
本
構
想
の
取
り
組
み

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
宝
木
用
水
（
新
川
）
物
語
学
習

読
本
の
活
用
②
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
広
場
の
さ
ら
な
る
整
備
③
障
が

い
福
祉
行
政
④
地
方
公
務
員
法
の

改
正
を
踏
ま
え
た
人
事
管
理
制
度

の
見
直
し
な
ど
⑤
西
部
地
区
の
都

市
整
備
⑥
宇
都
宮
産
米
の
消
費
拡

大
⑦
ふ
る
さ
と
納
税

ド

※

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ

オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）加
害

者
に
対
す
る
対
応
策
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
28
年
度
予
算
案
の
予
算
規
模

②
28
年
度
予
算
案
の
投
資
的
経
費

③
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
量
④
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
⑤
利
用
者
か
ら
見
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
問
題
点
⑥
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
⑦
未
相
続
の
私
道
、
位
置

指
定
道
路
等
の
問
題
点

※ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）･･･配偶者や恋人などの親密な関係の中で起きる身体的、精神的、性的、経済的な暴力のこと。


